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【

人

物

一

覧

表

】

 

 
リ

ン

（

１

６

）

…

…

女

子

高

校

生

 

 

ホ

マ

レ

（

１

６

）

…

…

女

子

高

生

 

 

シ

オ

ン

（

１

６

）

…

…

女

子

高

生
 

 

○

マ

ン

シ

ョ

ン

前

・

道

路

（

夜

）

 

セ

ミ

の

鳴

き

声

が

し

て

い

る

。

 

Ｔ

シ

ャ

ツ

に

短

パ

ン

姿

の

リ

ン

（

１

６

）

が

出

て

く

る

。

 

リ

ン

、

靴

を

履

き

直

し

走

り

出

す

。

 

 

○

タ

イ

ト

ル

 

 

○

コ

ン

ビ

ニ

 

制

服

姿

で

弓

道

の

弓

の

ケ

ー

ス

を

肩

か

ら

下

げ

た

ホ

マ

レ
（

１

６

）
、
女

性

誌

を

読

ん

で

い

る

。

 



 

2 

 

 

○

同

・

外

 

リ

ン

、

走

っ

て

や

っ

て

来

る

。

 
中

に

い

る

ホ

マ

レ

に

手

を

振

る

。

 

ホ

マ

レ

も

気

づ

き

、

手

を

振

る

。

 

 

○

同

・

中

 

リ

ン

が

入

っ

て

来

る

。

 

リ

ン

「

ホ

マ

レ

」

 

ホ

マ

レ

「

リ

ン

、

何

そ

の

恰

好

」

 

ホ

マ

レ

、

笑

う

。

 

リ

ン

「

部

屋

着

だ

も

ん

」

 

リ

ン

、

ホ

マ

レ

の

制

服

を

見

て

 

リ

ン

「

赤

羽

女

子

の

制

服

じ

ゃ

ん

。

マ

ジ

だ

っ

た

ん

だ

」

 

ホ

マ

レ

「

そ

う

だ

よ

。

お

嬢

様

な

ん

だ

か

ら

」

 

×
 

 
×

 
 

×
 

二

人

で

ア

イ

ス

を

見

て

い

る

。

 

リ

ン

「

私

、

モ

ナ

カ

」

 

ホ

マ

レ

「

う

～

ん

」

 



 

3 

 

リ

ン

「

早

く

し

な

い

と

溶

け

ち

ゃ

う

よ

」

 

ホ

マ

レ

「

待

っ

て

よ

」

 

真

剣

に

選

ん

で

い

る

ホ

マ

レ

。

 

 

○

高

校

・

弓

道

場

 

袴

姿

の

生

徒

た

ち

が

弓

を

射

っ

て

い

る

。

 

ホ

マ

レ

、

離

れ

た

と

こ

ろ

に

一

人

で

座

っ

て

い

る

。

 

顧

問

「

次

」

 

ホ

マ

レ

、

気

づ

か

ず

 

顧

問

「

次

！

」

 

ホ

マ

レ

「

…

…

は

い

」

 

ホ

マ

レ

、
慌

て

て

位

置

に

つ

き

弓

を

構

え

る

。 

 

○

公

園

・
（

夜

）

 

弓

を

構

え

て

い

る

ホ

マ

レ

。

 

ブ

ラ

ン

コ

に

座

っ

て

い

る

リ

ン

。

 

リ

ン

「

恰

好

い

い

」

 

ホ

マ

レ

「

う

る

さ

い

！

」

 

ホ

マ

レ

、

リ

ン

に

向

か

っ

て

矢

を

射

る

真

似



 

4 

 

を

す

る

。

 

リ

ン

、

胸

を

抑

え

 
リ

ン

「

う

っ

」

 

×
 

 
×

 
 

×
 

ス

マ

ホ

に

イ

グ

ア

ナ

の

写

真

。

 

リ

ン

「

可

愛

い

で

し

ょ

」
 

ホ

マ

レ

「

え

え

！

」

 

リ

ン

「

私

、

ホ

マ

レ

の

犬

可

愛

い

っ

て

言

っ

た

じ

ゃ

ん

」

 

ホ

マ

レ

「

う

ち

の

子

は

可

愛

い

も

ん

」

 

リ

ン

「

何

だ

よ

、

そ

れ

」

 

二

人

、

笑

う

。

 

ホ

マ

レ
「

私

も

リ

ン

と

同

じ

学

校

行

け

ば

良

か

っ

た

。

こ

ん

な

に

気

が

合

う

ん

だ

も

ん

」

 

リ

ン

「

赤

羽

女

子

っ

て

遠

い

よ

ね

。

何

時

に

家

を

出

る

の

？

」

 

ホ

マ

レ

「

６

時

１

０

分

の

電

車

に

乗

る

」

 

リ

ン

「

早

っ

、

私

に

は

絶

対

無

理

だ

」

 

ホ

マ

レ

「

小

学

生

の

頃

か

ら

だ

か

ら

慣

れ

ち

ゃ

っ

た

よ

」

 



 

5 

 

 

○

駅

・

ホ

ー

ム

・
（

早

朝

）

 

浮

か

な

い

顔

の

ホ

マ

レ

が

立

っ

て

い

る

。

 

 

○

道

路

・
（

夜

）

 

走

っ

て

い

る

リ

ン

。

 

角

か

ら

シ

オ

ン

（

１

６

）

が

出

て

く

る

。

 

シ

オ

ン

「

リ

ン

ち

ゃ

ん

、

ど

こ

行

く

の

？

」

 

リ

ン

「

コ

ン

ビ

ニ

」

 

シ

オ

ン

「

私

も

行

く

」

 

リ

ン

「

い

い

よ

」

 

 

○

コ

ン

ビ

ニ

 

ホ

マ

レ

、

女

性

誌

を

読

ん

で

い

る

。

 

リ

ン

「

ホ

マ

レ

」

 

ホ

マ

レ

、

リ

ン

を

見

て

笑

顔

に

な

る

が

、

後

ろ

に

シ

オ

ン

を

見

て

困

惑

す

る

。

 

ホ

マ

レ

「

そ

の

子

は

？

」

 

リ

ン

「

友

達

の

シ

オ

ン

、

幼

稚

園

か

ら

一

緒

の

友

達

な

ん

だ

」

 



 

6 

 

シ

オ

ン

、

愛

想

よ

く

笑

っ

て

頭

を

下

げ

る

。

 

シ

オ

ン

「

ど

う

も

」

 
ホ

マ

レ

「

…

…

そ

う

な

ん

だ

」

 

リ

ン

「

ス

イ

ー

ツ

見

に

行

こ

う

よ

」

 

×
 

 
×

 
 

×
 

ス

イ

ー

ツ

の

棚

を

見

て

い

る

リ

ン

と

シ

オ

ン

。 

後

ろ

に

浮

か

な

い

顔

の

ホ

マ

レ

。

 

リ

ン

「

こ

れ

新

商

品

だ

っ

て

」

 

シ

オ

ン

「

で

も

カ

ロ

リ

ー

高

そ

う

だ

よ

」
 

リ

ン

「

走

っ

て

る

か

ら

大

丈

夫

だ

よ

」

 

シ

オ

ン

「

そ

れ

は

リ

ン

だ

け

で

し

ょ

。

私

料

理

部

だ

し

」

 

ホ

マ

レ

「

私

、

帰

る

ね

」

 

リ

ン

「

え

、

う

ん

」

 

ホ

マ

レ

、

去

っ

て

い

く

。

 

シ

オ

ン

「

私

、

何

か

し

ち

ゃ

っ

た

？

」

 

リ

ン

「

う

う

ん

」

 

ホ

マ

レ

の

後

姿

を

見

て

い

る

リ

ン

。

 

 

○

道
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ホ

マ

レ

、

走

っ

て

い

る

。

 

 
○

駅

・

ホ

ー

ム

・
（

早

朝

）

 
ホ

マ

レ

が

階

段

か

ら

降

り

て

く

る

。

 

リ

ン

「

ホ

マ

レ

」

 

ホ

ー

ム

に

制

服

姿

の

リ

ン

が

立

っ

て

い

る

。

 

驚

く

ホ

マ

レ

。

 

 

○

電

車

 

ホ

マ

レ

と

リ

ン

が

座

っ

て

い

る

。

 

リ

ン

、

俯

い

て

い

る

。

 

ホ

マ

レ

「

私

、

本

当

は

弓

道

そ

ん

な

に

上

手

く

な

い

ん

だ

。

学

校

だ

と

余

計

な

こ

と

考

え

ち

ゃ

っ

て

。

で

も

、

リ

ン

と

い

る

と

余

計

な

こ

と

考

え

な

い

い

ら

れ

る

よ

」

 

リ

ン

、

ホ

マ

レ

の

肩

に

寄

り

か

か

る

。

 

口

を

開

け

て

眠

っ

て

い

る

リ

ン

を

見

て

笑

う

。 

 
 

 
 

（

完

）

 


